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【年表：フランスにおける進路指導の動き】 

 

 政治･教育に関する主な動き  進路指導に関する動き  

進 

路 

指 

導 

前 

史 

 

1789 

1792 

 

1795 

1804 

1808 

 

1830 

1833 

1848 

1850 

1852 

1867 

 

フランス革命：｢人間および市民の権利の宣言｣の採択  

コンドルセが｢公教育の全般に関する報告および法案｣を国

民議会に提出  

ドヌー法の成立：中央学校が設立される  

第一帝政の成立 (～1814) 

ナポレオンが｢帝国大学学校教育団体｣を組織、初等･中等･

高等教育の全てが組み入れられる  

七月王政の成立 (～1848) 

ギゾー法の成立：各地に公立小学校が設立される  

二月革命：第二共和政の成立(～1852)  

ファルー法の成立：教育の自由が広く認められる  

第二帝政の成立 (～1870) 

パリ万国博覧  

 

 

1673 

1788 

 

1791 

 

 

1848 

1851 

 

1852 

 

1863 

1865 

 

財務総監コルベールが全職種を同業組合に編成  

ラ･ロシュフコー伯爵が孤児、貧しい労働者や兵士の子弟の

ための学校を設置する（1803 年、国立工芸学院に改組）  

アラルド法によって同業組合が禁止される  

ル・シャプリエ法によって労働者の団結権とストライキが禁

止される  

失業者に仕事を提供する｢国立作業所｣が創設される  

徒弟の保護立法が成立、労働時間規制や普通教育の保障、技

術教育に対する責任などが明記される  

公教育大臣フォルトルがリセに文科と理科を設置、第 3 学級

以降の学科が分岐する  

農商務大臣ルエルが職業教育委員会を設置  

公教育大臣デュルイが｢専門中等教育制度｣を創設  

 

第 
Ⅰ

 

期 

1871 

1875 

1879 

 

1880 

 

パリ･コミューンの崩壊、第三共和政の成立 (～1940) 

高等教育自由法の制定  

フェリーが公教育大臣に就任する (～1880) 

 

カミュ･セー法成立：女子中等教育が整備される  

 

1873 

1877 

1879 

 

1880 

1881 

パリに職業学校としてディドロ学校が創立される  

ブリュノ著『2 人の子どものフランス巡歴』が刊行される  

上院議員コルボンが職業指導に関する報告書を発表  

庶民のための職業学校として｢徒弟手工学校｣が創設される  

｢国立職業高等小学校｣の設立 (後に｢国立職業学校｣に改編 ) 

小学校に｢手工｣｢読みとり｣｢地理｣｢道徳｣など 17 教科を設置  
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期 

1882 

 

 

 

1898 

 

1904 

 

 

 

1914 

1919 

6 歳～13 歳までの児童に対して義務教育が開始される  

初等教育が完全に義務化される  

教育課程から宗教的要素が排除される  

 

ドモランによって｢ロッシュの学校｣が設立される  

 

教団経営の学校が禁止され、公教育が世俗化される  

 

 

 

第 1 次世界大戦 (～1918) 

コンパニョンが結成され、統一学校運動が始まる  

1887 

1890 

 

1891 

1892 

1902 

1904 

 

1908 

1910 

1913 

1919 

師範学校で｢手工｣の特別講座が開始される (1889 年まで) 

サリシスの後任としてルブランが｢手工｣の公教育視学官に

就任、｢工作室なき手工｣が発展する  

公教育大臣ブルジョワが専門学科を｢現代科｣に改組する  

高等小学校職業科が｢商工業実践学校｣に改編される  

公教育大臣レグが中等教育にコース制を導入する  

『幼児期における実物学習』が刊行される  

｢手工｣から｢線図｣が教科として独立する  

パーソンズがアメリカのボストンに職業案内所を設置する  

職業指導の専門機関が初めてパリの第 16 区に設置される  

労働心理学や職業適性の研究委員会が労働省に設置される  

技術教育憲章｢アスティエ法｣の成立  

第 
Ⅱ

 

期 

 

1923 

1924  

1926 

1927 

1933 

1935 

1936 

 

1939 

1940 

1944 

 

国民教育大臣ベラールの中等教育改革  

小学校からリセ･コレージュへの転校が認められる  

リセ･コレージュの初等科と小学校の教育課程が同一になる  

中等教育の第 1 段教育が無償化される  

中等教育の全教育課程の無償化が実現  

初等教育の実験学校としてフレネ学校が開設される  

人民戦線内閣成立、ジャン･ゼイが公教育大臣に就任  

義務教育年限が 13 歳から 14 歳へ延長される  

第二次世界大戦 (～1945) 

パリ占領、ペタンを首班とするヴィシー政権誕生  

デュリーを中心とする教育改革研究委員会が｢アルジェ案｣

を提出する  

 

1922 

1924 

 

1928 

 

1932 

1933 

1936 

1937 

1938 

1939 

 

職業指導が公式に法令で定義される  

パリ第 15 区に初めて公立の職業指導センターが創設される

(1946 年に 127 か所に達する ) 

パリに｢国立職業指導協会｣設立、センター指導員の養成開始  

ピエロンによって国立労働･職業指導研究所が設立される  

ロージエによって｢大学統計局｣が創設される  

ゾレッティが｢進路指導期｣構想を発表  

小学校で｢予備職業指導｣に代わり｢徒弟前教育｣が導入される  

公教育大臣ゼイが進路指導学級を実験的に導入  

17 歳以下の若者にセンターでの職業相談が義務付けられる  

高等小学校｢書き方｣の教科書として『職業読本』が出版される  

職業訓練センター開設(1949 年、見習い訓練センターに改組) 
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期 

 

1945 

1946 

1958 

1959 

 

 

1963 

1967 

1968 

1969 

1973 

1974 

1975 

1976 

1981 

 

 

1982 

 

 

1983 

1984 

 

 

パリ解放、終戦  

第四共和政の成立 (～1958) 

第五共和政の成立 (～現在)、ド・ゴールが大統領に就任  

国民教育大臣ベルトワンのもと、義務教育年限が 13 歳から

16 歳へ延長される  

職業訓練センターが｢技術教育コレージュ｣に改組される  

国民教育大臣フーシエが中等教育コレージュを設置  

ブリュッセル条約に基づき欧州共同体(EC)が発足  

国民教育大臣フォールのもと高等教育基本法が成立  

国民教育大臣ギシャールが三区分教授法を導入  

第一次石油ショック  

国民教育大臣フォンタネが教育改革法案を提出  

国民教育大臣アビのもと、統一コレージュが創設される。  

技術教育コレージュが｢職業教育リセ｣に改称される  

ミッテランが大統領に就任 (～1995)、モロワ内閣においてサ

ヴァリが国民教育大臣に就任 (～1984) 

教育優先地域政策(ZEP)が開始される  

ルグランが『民主的なコレージュのために』と題するコレー

ジュ改革案を発表  

ペレッティが教員養成改革案を発表  

プロストがリセ改革案を発表  

高等教育法(サヴァリ法)の成立  

ファビウス内閣においてシュヴェーヌマンが国民教育大臣

に就任(～1986)、｢目覚まし｣廃止に伴い公民教育が復活  

 

1945 

1947 

1952 

1959 

1960 

1962 

1963 

1968 

1970 

1971 

1973 

1974 

 

1975 

1980 

1981 

1982 

 

1984 

1985 

 

全国 90 都市で｢新しい学級｣の実験開始 (～1952) 

｢ランシュヴァン･ワロン教育改革案｣が発表される  

｢新しい学級｣が縮小され、｢先導学級｣と名前を変える  

ベルトワン改革において観察課程 (2 年間)が設置される  

コレージュの一部教科に｢指導付き学習｣が導入される  

リセとコレージュに｢推移学級｣が設置される  

フーシエ改革において観察指導課程(4 年間)が設置される 

ラテン語学習の開始が中等教育第 3 学年に延期される  

国立教育･職業情報局(ONISEP)が設立される  

情報･進路指導センター (CIO)が設立される  

コレージュ内部に資料･情報センター(CDI)が設置される  

ケベックでペルティエらが｢職業的･人格的発達活性化｣理論

(ADVP)を発表  

アビ改革において観察･進路指導課程 (2+2 年)が設置される  

進路指導相談員の役割が見直される  

『シュワルツ報告』が発表される  

｢ミッション･ローカル｣(ML)と｢受入･情報提供･進路指導常

設窓口｣(PAIO)が設立される  

バカロレア取得者を同一世代の 80％にする目標が掲げられる 

コレージュ･ド･フランス教授団が『未来の教育のための提

言』を発表  

学習指導要領の付属文書で｢進路指導のための学校時間｣の

設置が推奨される  

職業リセおよび職業バカロレアの創設  
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1989 

 

1990 

 

1991 

1992 

1993 

1994 

1995 

 

1996 

1997 

 

1999 

 

2000 

2001 

2004 

2005 

 

 

 

 

2006 

国民教育大臣ジョスパンが新教育基本法を制定  

教員養成大学センター (IUFM)が創設される  

教育内容検討委員会が｢教育内容の検討のための諸原則｣を

発表  

職業教育改革に関する｢タンギー報告｣が発表される  

リセに｢モデュール｣(少人数指導 )が導入される  

マーストリヒト条約に基づき欧州連合(EU)が発足  

国民教育大臣バイルーが｢学校のための新しい契約｣を発表  

シラクが大統領に就任する(～2007) 

コレージュ学習指導要領が改訂され、｢特設領域｣が導入される 

コレージュに｢市民性育成教育｣が導入される  

マルセイユに離学者を受け入れるセカンド･チャンス･スク

ールが開校(2008 年までに約 30 校が設置) 

欧州高等教育圏の構築に向け｢ボローニャ宣言｣が採択される 

デュベ報告『2000 年代のコレージュ』が発表される 

｢学級生活の時間｣の導入が提案される(15 日間に 1 時間) 

コレージュに｢横断的学習｣が導入される  

欧州評議会が｢欧州言語共通水準枠｣を公表 

学校内での宗教的シンボルの着用を禁止する法律が成立 

国民教育大臣フィヨンが新教育基本法である｢未来の教育

のための基本計画法｣を発表  

学習困難な生徒に対する｢教育成功個別プログラム｣を導入  

就職に強い専攻を置く職業リセを｢職業専門リセ｣として認定 

パリ郊外で若者の大規模な暴動が勃発 

国民教育省が｢教師に求められる職務能力｣を提示  

1989 

1991 

1994 

 

1995 

1996 

2000 

2001 

2002 

 

 

 

2003 

 

2004 

 

2005 

 

2006 

 

 

 

2007 

 

 

ジョスパン法第 8 条に｢進路指導を受ける権利｣が明記される  

進路指導心理相談員 (COP)の免許状が創設される  

｢新しい契約｣で定期的な｢選択のための教育｣が推奨される  

民間団体｢トルーヴェ･クレエ｣が『選択の教育』を発表する  

コレージュ第 2 学年に｢進路への教育｣が実験的に導入される 

｢進路への教育｣が全コレージュの第 2～第 4 学年に拡大される 

欧州連合がビアリッツにおいて『欧州覚書』を発表  

テクノロジー学級が｢職業準備コース第 4 学年｣に改編される 

｢横断的学習｣が｢発見の過程｣に改編される(第 2・第 3 学年に

週 2 時間配当) 

｢学級生活の時間｣が第 1～3 学年で年 10 時間が必修化される  

｢経験知識認証制度｣(VAE)が導入される 

欧州委員会と OECD が各国の進路指導サービス改善に関す

る報告書を発表  

コレージュ最終学年に｢職業発見｣が導入される  

｢第 4 学年職業プロジェクト学級｣の設置が認可される  

フィヨン法で同一世代の 100％を最低水準、80％をバカロレア

水準、50％を高等教育資格に到達させる目標が掲げられる 

この年以降、COP の新規採用者数が半減される  

コレージュに｢職場観察のシークエンス｣が導入される  

欧州議会と欧州評議会が｢生涯を通した学校教育と職業訓練

のためのキー･コンピテンシー｣に関する勧告を採択  

国民教育大臣を含む 8 大臣が連名で報告書『教育制度におけ

る男女間の平等の取り決め』を発表  

大手学習塾アカドミアが進路路相談サービスを開始  
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期 

 

 

 

 

 

 

2007 

義務教育段階で習得する｢共通基礎知識技能｣が制定される  

｢前期中等教育修了証書｣取得試験の受験が義務化される  

第 4 次優先教育政策として｢成功願望網｣と｢学業成功網｣が

指定される  

初期雇用契約(CPE)法案が成立、若者の大規模な反対デモに

より事実上の撤回に追い込まれる  

サルコジが大統領に就任、学区制が撤廃される  

大学自由責任法 (ペリクレス法)の成立  

2008 

 

 

 

2009 

 

欧州評議会 (議長国フランス )で｢学校教育と職業訓練のスト

ラテジーに生涯進路指導を含む｣ことが決議される  

欧州連合理事会で進路サービスの質保証が掲げられる  

中等教育に｢職業と教育制度の発見行程｣が創設される  

アミアン、ボルドー、リモージュの三大学区で進路相談の遠

隔サービスが実験的に開始される  

フランス語圏比較教育学会による国際シンポジム｢進路指導と世

界化｣がディジョン教育研究所で開催される 
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